




日本社会開発基金
2010年度  
年次報告

23

4
JSDF10年の
歩みを振り返る

豊かな暮らしとエンパワーメント

4.26  JSDFプロジェクトの最終的な目標は、人々

の暮らしを豊かにし、社会の周縁で不利な立場にあ

る人々のエンパワーメントを推進することです。多く

の JSDFプロジェクトが受益者の幸福に持続可能で

大きな影響を与えてきたこれまでの歩みは、しっか

りと記録されています。同プログラムについて外部

機関が実施した評価は、「プロジェクトは間違いなく、

受益者に目に見える影響を与えた」と結論付けてい

ます。エンパワーメントは、平均的な JSDFプロジェ

クトの期間よりも長期的な取組みになることが多いも

のの、JSDFプロジェクトの現場を訪れた世銀の現

地視察団はいずれも、受益者の態度や行動に影響が

及ぼされたとの印象を受けています。

4.27  コミュニティのエンパワーメントの例として、

「タイのコミュニティの若者によるヘルメットの使用」

プログラムがあります。タイでは、交通事故による外

傷が引き続き深刻な問題であり、新しい法律が制定

されても取締りや交通安全運動に一貫性がないなど、

これまでのトップダウン方式が機能していないため、

交通安全の問題を効果的かつ持続可能な形で改善す

べく政府やコミュニティが協力する必要があるとの認

識が高まっています。JSDFグラントの下、コミュニ

ティにおける教育や取り締まりを通じた啓蒙を通じて、

予防の観点からこの問題に取り組む一方、事故後の

問題は救急医療のサブ ･コンポーネントが担当しまし

た。同プロジェクトは、現地のオーナーシップ、現地

コミュニティによる様々な取組みの設計 ･実施を通じ

た参加型でボトムアップ方式の革新的手法を推進し、

資金や技術協力も提供しました。そこで浮かび上がっ

た教訓は、コミュニティのための法施行の戦略がな

いにもかかわらず、JSDFプロジェクトにより、交通

安全のメッセージが一般に行き渡ると共に、法案採択

／法律制定・施行のプロセスを経るよりもはるかに短

期間に行動に変化が促されたというものです。

概念を拡大̶IDAとの結びつき

4.28  小規模・中規模のグラント・プログラムに対す

るよくある批判は、便益をもたらし革新的な手法を

導入しても、成果が持続し国家レベル・国際レベル

まで拡大されることは極めて少ないというものです。

しかし、世銀プロジェクトを補完し、国別パートナー

シップ戦略（CPS）や貧困削減戦略文書（PRSP）

などの暫定的な援助戦略に沿った取組みであること

が明確に求められている JSDFでは、そのようにし

て機会が失われることはほとんどありません。また、

JSDFグラントは完了すると、世銀プロジェクトや受

益国政府のプログラムに導入・拡大され、持続可能

な成果の実現につながるイニシアティブを支援しま

す。このため、実際には、IDAの貧困削減プロジェ

クトを進めるタスクチームは、脆弱層に直接的な便益

をもたらすために並行して活動する JSDFのタスク

チームと協力して取組みを進めるケースが多く見られ

ます。多くの場合、チームは同一、または広義では

同一の貧困削減プログラムやビジョンの下で働いて

います。このようにチームが結びついて、または並

行する形で設計された数多くの JSDFグラントが成

果を上げ、それが IDAプロジェクトや政府プログラム

へと拡大されました。設立以来 10年間に JSDFグ

ラントは、IDAや政府プログラムでは対応が困難な

脆弱層に直接便益をもたらす革新的な新アプローチ

を試すことができるという点で、タスクチームにとっ

て絶好の補完的開発ツールとなっています。 

4.29  最近行われた調査によると、IDAプロジェクト

への統合が進んでいるほど、グラントがより良い成

果を上げ、さらに持続性が高まることがわかっていま
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す。なぜなら、IDAプロジェクトでグラントの恩恵が

拡大・再現されたり、グラントによる試行プログラム

や政策の革新性が取り入れられたり長期的に導入さ

れたりするからです。また、JSDFプロジェクトの設

計・実施に参加することで、コミュニティの自らの経

済・社会面の発展に対する自主性が高まります。コ

ミュニティは、政府の政策やプログラムが貧困層に

焦点をあてた設計となるよう発言するようになり、中

央政府のプロジェクトやプログラムを支援する世銀プ

ロジェクと良いバランスを保ちながら補完し合うこと

になります。

4.30  ラオス人民民主共和国で実施される JSDF

の村落投資プロジェクトは、農村の貧困世帯のため

の食糧安全保障とコミュニティにおける基本サービ

スの改善を支援するもので、IDA贈与の完了後も続

くプロジェクトの実例であり、他のドナーが手本とし

て全国で導入する可能性が高まっています。この他

に、ある特定のプロジェクト活動が現地コミュニティ

組織により持続されている具体的な事例もあります。

2008年度以降、JSDFプログラム評価チームの推

奨に基づき、JSDFのプロポーザルには、出口戦略

と共に、グラントによる取組みの長期的な持続可能

性を確保するためのメカニズムを備えることが求めら

れています。 

4.31 JSDFと IDAの相互補完性という利点が最大

限活かされるのは、JSDFグラントと IDAプロジェク

トに取り組むチームが貧困削減という共通のビジョン

の下で緊密に協力している、または IDAの贈与と政

府プログラムが完全に統合するよう両チームが同一メ

ンバーで構成されている場合です。JSDFグラント

はまた、タスクチームが貧困削減のための革新的な

アプローチを試行し、IDAの支援による政府の貧困

削減プログラムから通常なら取り残される脆弱層に働

きかけることを可能にします。さらに、JSDFグラン

トによりタスクチームがコミュニティと中央レベルの

両方において取組みを進めることが可能になるという

事実は、貧困削減プログラムの対象絞込みと有効性

拡大を促進します。

4.32  最後に、JSDFプログラムを世銀の中心的業

務と統合（上流における革新性の原動力としてか、

並行して補完するかにかかわらず）したことにより、

実に多くの教訓が導かれ、IDAと IBRDの両方のプ

ロジェクトに生かされると共に、貧困削減を進め地域

ごとに知見を広める世銀職員に影響を与えてきまし

た。同様に、JSDFプロジェクトから得られた教訓は、

コミュニティ主導型開発から参加型の手法、マイクロ

ファイナンス、モニタリング・評価など、多様な分野

においてセクター別知見を構築する機関にも常に影

響を与えています。

 グローバルな知見の拡大や進化に対するJSDFプ

ログラムの貢献の頻度と重要性は、決して軽んじられ

るべきではありません。

いち早く対応した JSDF
紛争後・災害後の復旧・復興

4.33  JSDFプログラムはなおもダイナミックで、情

勢の変化に伴い次々と新たに起こる課題を支援する

一方で、創設時の目的に忠実であり続けています。

紛争後という環境は、JSDFがいち早くシビルソサ

エティを復興に関与させ、人々の苦しみを和らげるこ

とができる機会です。アフリカ、中東、東ヨーロッパ、

南アジアで多くの国々が、紛争後復興のためのグラン

トの恩恵を受けてきました。
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4.34  パキスタンの地震やアフガニスタンの復興の

ために緊急融資制度が設立されたことは、JSDFプ

ログラムの柔軟性を如実に物語っています。パキス

タンの復旧・復興のための支援が誓約されたドナー

会合において、日本政府は、JSDFの焦点を障害の

分野に絞ると発表し、当初の誓約額に加えて 4件の

グラント（総額 650万ドル）を承認しました。 

4.35  パキスタンでは、極めて困難な状況にもかか

わらず、障害者の自立生計促進を目指すグラントが

その目的を達成しました。主な開発効果は、2つあ

ります。まず、グラントから直接の便益を受ける人々

の生活が向上しました。2つ目は、現地の障害者支

援アドボカシー団体がコミュニティの障害者の利益を

拡大する能力が強化されました。同グラントは 3年

間に約 3,000人の障害者に支援を提供し、彼らの

生活環境に良い影響を及ぼしました。グラントには自

立した生計についてのトレーニングを行う5つのセン

ターの改装、備品の設置、人員配置、障害者による

カウンセリング、介護者のトレーニングが含まれまし

た。同グラントが、障害のため機能が限られている

人々が運営する現地コミュニティの組織によって実施

されたことも注目に値します。このNGOは実にダイ

ナミックかつ活発で、障害者の理念の主張に大きな

成果を上げることができました。

結論

4.36  JSDFは設立から 10年間に多くの実績を上

げてきました。社会の最脆弱層の暮らしを改善する

ため、取り残された人々のニーズに応え、受益者の

参加を奨励し、現地政府、NGO、コミュニティ・グルー

プの能力を構築してきました。JSDFには引き続き、

こうしたニーズに応えるために革新的な方法を試行す

る ことが求められています。さらに、同プログラム

は柔軟性を備えているがゆえに、状況の変化に対応

するため絶えず進化しながらも、当初のビジョンを失

わずにいます。 

4.37  過去 10年間に JSDFは、最貧困層や社会の

最脆弱層を直接の対象とする革新的なプログラムを

支援してきました。JSDFプロジェクトがコミュニティ

の関与を促すための新しいアプローチの試行を支援

することにより導き出された知見は、IDAプロジェク

ト、政府の政策、さらにはNGOや CSOのパート

ナーを通じて常に拡大されてきました。どの地域で

も、数十万もの人々が、自らの暮らしに影響を与え

る決定事項に対して発言権を持ち、自分たちの運命

により大きな責任を担うための新たなチャンスを手に

してきました。 

4.38  報告書の審査や評価の過程において、多くの

JSDFプロジェクトの成果が、貧困層の生活水準を

大きく改善しただけでなく、尊厳や信頼、機会、さら

には恐怖や不安の解消など目に見えにくい形でも貢

献してきたことが明らかになりました。
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に関する情報

JSDFについての詳細情報
5.05 JSDFについての情報はいくつかのウェブサイ

ト上で提供されていますが、JSDFウェブサイトは世

界銀行ホームページ上にあります。

http://www.worldbank.org/jsdf

世界銀行東京事務所のホームページにも JSDFにつ

いての情報が掲載されています。

英語

http://www.worldbank.org/japan/about

日本語

http://go.worldbank.org/QYJDU42D80


